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　春の火災予防運動期間中の３月６日、大規模建築

物火災を想定した「消防総合訓練」がシャープ(株)

総合開発センター（櫟本町）で行われました。

　社内放送で社員を安全な場所に避難誘導したあと、

天理消防署と自衛消防隊が連携をとり、建物内に取

り残された負傷者の救助やはしご車からの一斉放水

など本番さながらの訓練にあたっていました。

April    

議　　会　……………………………２

春の交通安全運動　…………………４

新 学 期　……………………………６

くらしの情報　………………………13

男／33,182
 (－520）●人口／67,625 　 (  )は前月比

女／34,443◯世帯数／29,012 (－455）

目　　次

２月末日現在
人 の 動 き

　本番さながらに！　本番さながらに！本番さながらに！



２

　

３
月
５
日
に
開
会
さ
れ
た
本
会
議
で
は
、

南
市
長
が
招
集
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と
、

会
期
を
25
日
ま
で
の
21
日
間
と
定
め
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
日
程
に
入
り
、
市
長
が
今
回

提
出
し
て
い
る
41
議
案
の
説
明
と
平
成
25

年
度
の
市
政
の
展
望
と
基
本
姿
勢
を
述
べ
、

１
日
目
を
散
会
し
ま
し
た
。

　

７
日
に
再
開
さ
れ
た
本
会
議
で
は
、
平

成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
及
び
条

例
の
制
定
案
な
ど
が
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

案
な
ど
新
年
度
予
算
案
を
審
査
す
る
た
め
、

予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
休

会
中
に
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
委
員

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◎
寺
井
正
則　

○
堀
田
佳
照

　

飯
田
和
男　

川
口
延
良　
　
井
洋
司　

　

加
藤
嘉
久
次　

中
西
一
喜　

三
橋
保
長

　

岡
部
哲
雄

○
一
般
会
計
補
正
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

○
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算　
　

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
補

　

正
予
算

○
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
○
市
立
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

○
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

○
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

○
一
般
会
計
予
算

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会
計
予
算

○
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

○
市
立
病
院
事
業
会
計
予
算

○
水
道
事
業
会
計
予
算

○
下
水
道
事
業
会
計
予
算

○
総
合
計
画
審
議
会
条
例
及
び
行
政
改
革

　

推
進
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に

　

つ
い
て

○
市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

　

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る

　

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
学
童
保
育
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
市
立
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
及

　

び
障
害
程
度
区
分
判
定
審
査
会
の
委
員

　

の
定
数
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

平
成
25
年
度
予
算
案

条 

例 

案

平
成
24
年
度
補
正
予
算
案

提

出

議

案

　

平
成
25
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会
が
、
3
月
５
日
か
ら
開
か
れ
、

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
41
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年 第１回市議会定例会平成25年 第１回市議会定例会

新
年
度
予
算
案
な
ど
4 1
議
案
を
上
程

新
年
度
予
算
案
な
ど
4 1
議
案
を
上
程



そ 

の 

他

○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条

　

例
の
全
部
改
正
に
つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　

い
て

○
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
消
防
団
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
制

　

定
に
つ
い
て

○
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
及
び
殉
職
者
特
別
賞 

　

じ
ゅ
つ
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

　

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　

て
○
体
育
施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
水
道
事
業
の
布
設
工
事
監
督
者
の
配

　

置
基
準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道

　

技
術
管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
天
理
市
、
山
添
村
、
川
西
町
、
三
宅

　

町
及
び
田
原
本
町
一
般
廃
棄
物
の
処

　

理
事
務
委
託
に
関
す
る
規
約
の
変
更

　

に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

○
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

　

定
に
つ
い
て

（単位：千円、％）

会　　計　　名 平成25年度 増減率

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後期高齢者医療

土地区画整理事業

　 小 　 計 　

市 立 病 院 事 業

水 道 事 業

下 水 道 事 業

　 小 　 計 　

住宅新築資金等
貸 付 金

特　
　

別　
　

会　
　

計

企

業

会

計

合　　　計

3.8

△5.6

2.7

△1.8

△14.1

21.3

△1.5

△9.7

6.0

2.9

1.4

1.8

平成24年度

22,718,593

7,144,200

4,163,800

644,800

25,500

546,400

12,524,700

2,069,891

3,563,680

4,317,224

9,950,795

45,194,088

会計別当初予算案

23,580,000

6,747,000

4,276,000

633,000

21,900

662,900

12,340,800

1,868,778

3,777,552

4,442,979

10,089,309

46,010,109

一　般　会　計

ぞうすう

新年度予算編成を終えて

天理市長　南　佳策

３

新年度予算編成を終えて

天理市長　南　佳策

　新年度の予算編成にあたり、国では、東日本大震

災の復興や経済成長を促す政策に重点を置き、平成

24年度補正予算と平成25年度当初予算をあわせた、

いわゆる「15カ月予算」で景気の下支えと切れ目の

ない経済対策を実行されようとしています。

　天理市でも、国の補正予算に呼応して、平成25年

度に予定していた事業の一部を前倒しし、平成24年

度補正予算に計上することなど、切れ目のない予算

編成に努めましたが、本市の財政状況は、引き続き

非常に厳しいものとなっています。市税等の一般財

源が大きく減収となるなか、増嵩する福祉関係経費

や懸案の事業へ予算の重点配分を行うため、大幅な

基金の取り崩しを行っています。

　こうしたなかで、これまで推し進めてきたスリム

でしなやかな運営を一層推進するとともに、市民の

皆さんのご理解とご協力をいただきながら、この難

局を乗り切りたいと考えています。

　また、市政運営のベースとなる総合計画で定めた

施策目標への取り組み、行政の効率化と真に必要と

される事業に対しても財源配分を行いました。

　具体的には「いきいき百歳天理プラン」を基本に、

すべての市民が生きてきてよかったと実感できるま

ちづくりと「市民の命・くらしが一番」の市民への

約束の実現に向け、引き続き、つぎの８項目を重点

施策に掲げ、取り組んでいくこととしています。

　１．行財政改革の推進

　　　「スリムで効率的な行政運営」

　２．教育文化の充実と教育施設の整備

　　　「未来を担う人づくり」

　３．健康の増進・福祉の向上

　　　「市民の健康と福祉を守る」

　４．安全・安心のまちづくり

　　　「市民の命を守る」

　５．環境保全と人権尊重のまちづくり

　　　「環境と人への思いやりのまちづくり」

　６．生活基盤の整備

　　　「未来の天理市を創造する」

　７．産業・観光・交流の振興

　　　「にぎわいと活力のまちづくり」

　８．地方分権の推進

　　　「市民参画と協働のまちづくり」



４

　

４
月
８
日
（
月
）
か
ら
５
月
10
日

（
金
）
ま
で
の
約
１
カ
月
間
、
山
火

事
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
消
防
署
で
は
、
山
林
防

火
パ
ト
ロ
ー
ル
、
巡
回
広
報
な
ど

を
実
施
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
も
貴
重
な
自
然
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
に
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起

　

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

　

火
を
し
な
い
こ
と

○
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は

　

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は

　

完
全
に
消
火
す
る
こ
と

○
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
た

　

き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

○
森
林
及
び
森
林
周
囲
１
キ
ロ
メ

　

ー
ト
ル
に
火
入
れ
を
行
う
際
、

　

市
長
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
こ

　

と
（
問
い
合
わ
せ
は
農
林
課
）

○
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所

　

で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消

　

す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
し
な

　

い
こ
と

○
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と　

　

期
間
中
に
は
火
災
の
発
生
は
な

く
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。
引
き
続
き
、
火
災
予
防
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

 

消
防
長
か
ら
、
一
日
消
防
署
長

の
辞
令
交
付
を
受
け
ら
れ
、
署
員

の
点
呼
・
点
検
、
及
び
署
員
研
修

会
で
の
講
話
、
さ
ら
に
シ
ャ
ー
プ

株
式
会
社
天
理
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
消
防
総
合
訓
練
の

指
揮
を
執
ら
れ
る
な
ど
、
一
日
消

防
署
長
の
職
務
を
体
験
さ
れ
、
広

く
火
災
予
防
の
啓
発
に
寄
与
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
火
の
用
心
」
の
ポ
イ
ン
ト

森　

正
光
氏
が

「
一
日
消
防
署
長
」
に

『
春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　

終
わ
る
』

【天理消防署】

石
上
神
宮
宮
司

　　

平
成
25
年
の
天
理
警
察
署
管
内

に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
状
況
は
、

３
月
１
日
現
在
で
、
人
身
事
故
51

件
、
死
者
０
人
、
負
傷
者
65
人
、

物
損
事
故
３
９
６
件
と
な
っ
て
お

り
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故

を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
安
全

意
識
を
高
め
、
交
通
安
全
県
民
運

動
に
一
人
で
も
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
わ
た
し
た
ち
の
町

か
ら
悲
惨
な
交
通
事
故
が
１
件
で

も
少
な
く
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特

　

に
、
自
転
車
安
全
利
用
５
則
の

　

周
知
徹
底
）

◎
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
着
用
の
徹
底

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

◎
二
輪
車
、
原
付
車
の
交
通
事
故

　

防
止

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
着
用
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
４
月
６
日
（
土
）
市
民
会
館
西

◇
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

▼
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク

　

ー
ル

・
４
月
７
日
（
日
）
奈
良
交
通
自

　

動
車
教
習
所

▼
交
通
安
全
高
齢
者
の
つ
ど
い

・
４
月
10
日
（
水
）
文
化
セ
ン
タ

　

ー　

３
階
文
化
ホ
ー
ル

◇
街
頭
広
報

▼
飲
酒
運
転
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

・
４
月
11
日
（
木
）
イ
オ
ン
ビ
ッ

　

ク
エ
ク
ス
ト
ラ
前

◇
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

　

止
▼
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン

・
４
月
12
日
（
金
）
天
理
本
通
り

　

な
ど

▼
自
転
車
安
全
利
用
推
進
キ
ャ
ン

　

ペ
ー
ン

・
４
月
15
日
（
月
）
天
理
本
通
り

　

な
ど

◇
安
全
施
設
点
検
デ
ー

▼
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
点
検

・
４
月
13
日
（
土
）
市
内

４

月

６

日
（

土

）
～

1 5

日
（

月

）

【地域安全課・

　　天理警察署】

交
通
事
故
の
な
い

　

や
す
ら
ぎ
の

　
　

大
和
路
づ
く
り

交
通
事
故
の
な
い

　

や
す
ら
ぎ
の

　
　

大
和
路
づ
く
り

～
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　

高
め
よ
う
～

～
大
和
の
交
通
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　

高
め
よ
う
～ ４

月

６

日
（

土

）
～

1 5

日
（

月

）

期
間
中
の
主
な
行
事

運

動

の

重

点

運

動

の

基

本

期
間
中
の
主
な
行
事

運

動

の

重

点

運

動

の

基

本

『
春
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
　
　
　

終
わ
る
』

「
火
の
用
心
」
の
ポ
イ
ン
ト

山
火
事
予
防
運
動

山
火
事
予
防
運
動

「
忘
れ
な
い

　
　

山
へ
の
感
謝
と

　
　
　
　
　

火
の
始
末
」

春

の

交

通

安

全

県

民

運

動

春

の

交

通

安

全

県

民

運

動
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高齢者在宅福祉サービス高齢者在宅福祉サービス

◆問い合わせ　介護福祉課高齢福祉係(　内線745・746・738)、家族介護慰労給付金については

　介護福祉課給付係(　内線751)へ

はい かい

　緊急性の持病（心臓病・脳血管疾患など）が

あるひとり暮らしの高齢者に、緊急時に通報す

るための装置を貸与します。設置料は無料。

※追加工事費及び通話料は自己負担。規定の様

　式による医師の証明書、２人の協力員が必要

緊急通報装置の設置★

徘徊高齢者家族支援サービス事業★
　徘徊の見られる認知症高齢者を介護している

家族に、高齢者の居場所を早期に発見できる装

置を貸与します。

※規定の様式による医師の証明書が必要

　寝具の衛生管理が困難な高齢者が、寝具洗

濯乾燥消毒サービス（最大２回分／年）を受

けることができます。

※寝具の衛生管理ができる家族と同居の場合

　は対象外

寝具洗濯乾燥消毒サービス★

「食」の自立支援事業○
　食事の調理が困難な高齢者に、定期的な食

事の提供で食生活の栄養改善と健康増進を図

ります。また、同時に安否の確認など行います。

※調理のできる家族と同居の場合は対象外

　寝たきりなどのため、理美容所で理髪を受け

ることが困難な高齢者が、自宅で理美容サービ

スを受けることができます（最大４回分／年）。

※理髪に同行できる家族と同居の場合は対象外

訪問理美容サービス ★○

　日常生活上の援助が必要な高齢者に、草引

き・掃除などの軽易な生活の援助を行います。

※生活援助のできる家族と同居の場合は対象外

軽 度 生 活 援 助 事 業 ★○

　介護認定で要介護４または５となった在宅の

高齢者が介護保険のサービス（年間１回程度の

ショートステイ利用を除く）を１年以上利用せ

ずに介護している家族に慰労金を支給します。

※入院期間に応じて、対象外の場合あり

家族介護慰労給付金★

　認知症の認定を受けておられるひとり暮らし

の高齢者に、火災警報器を給付します。

日常生活用具給付事業★

　家に閉じこもりがちなひとり暮らしの高齢者

などに、デイサービスセンターなどで日常動作

訓練や趣味活動などのサービスを提供します。

生きがい活動支援通所事業★○

ひとり暮らし高齢者への乳酸菌飲料の配付★

　ひとり暮らしの高齢者に、乳酸菌飲料を配付

し、孤独感の解消と安否の確認を行います。

要介護高齢者紙おむつ等支給事業★

　介護保険制度の介護認定で要介護３～５と認

定された在宅の人に、紙おむつなどを支給しま

す。

天理市地域包括支援センターをご利用ください！

　本市では、高齢者が自立し、生きがいをもって在宅で生活が送れるように支援するとともに、

その家族の介護負担を軽減するために、つぎのようなサービスを行っています。

　★印は所得の制限がある事業、○印は費用を一部自己負担していただく事業です。

　地域包括支援センターでは、高齢者のさまざまな相談や介護予防事業、虐待の防止・早期発見

などに取り組み、高齢者の生活を総合的に支援する活動をしています。また、上記の在宅福祉

サービスについても申請手続きなどの支援をしています。

○山の辺・櫟本校区の人は北部地域包括支援センター（　６５―５５２０）

○丹波市・前栽校区の人は中部地域包括支援センター（　６３―１１２０）

○朝和・柳本校区の人は西南部地域包括支援センター（　６６―１１８８）

○福住校区の人は東部地域包括支援センター（　６８―６７１１）

○二階堂・井戸堂校区の人は東部地域包括支援センター出張所（　２０―０１５５）

天理市地域包括支援センターをご利用ください！
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【学校教育課】
　光あふれる春に心がはずみます。

　幼稚園・こども園・小中学校では「心豊か

でたくましい『天理っ子』の育成」を目指し

て、平成25年度の新学期がスタートします。

　４月８日（月）始業式

　４月９日（火）小学校入学式

　４月11日（木）幼稚園・こども園入園式

　４月12日（金）中学校入学式

　

子
ど
も
た
ち
が
、
園
や
学
校
で
の
生
活
リ
ズ
ム
に
早
く
慣
れ
る
よ
う
に
、

家
庭
で
も
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
特
に
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
や
新
し
い
生
活

の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
も
、
家
族
で
話
し
合
う
機
会
を
も
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
環
境
に
な
じ
み
、
安
心
し
て
登
園
・
登
校
で
き
る
よ
う

に
、
通
園
・
通
学
路
を
一
緒
に
歩
い
て
み
た
り
、
学
用
品
類
を
一
緒
に
整

え
た
り
す
る
な
ど
、
新
学
期
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

桜咲く４月桜咲く４月

新学期が始まります新学期が始まります
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確

学

地

幼　

 

稚
園
の
「
遊
び
」は

　
　
　

重
要
な
学
び
の
場

　
　

～
豊
か
に
感
じ
て

　
　
　
　
　
　

い
き
い
き
活
動
～

　
　

 

か
な
学
力
と

　
　

 

た
く
ま
し
い
心
身
の
育
成

　
　
　

～
明
日
に
向
か
う
自
立
心
を
～

　
　

び
の
連
続
性
を
大
切
に

　
　
　

～
幼
小
連
携
、

　

 
 

　
　
　
　

小
中
連
携
の
充
実
～

　
　

域
と
と
も
に
あ
る

　
　
　
　
　

学
校
づ
く
り　
　

　
　
　

～
家
庭
・
地
域
と
の

　

 
 

　
　
　
　
　

 

連
携
、
協
働
～

　　

幼
稚
園
は
学
校
教
育
の
始
ま
り
で
す
。

　

幼
児
は
、
体
を
動
か
し
た
り
、
自
然
と

か
か
わ
っ
た
り
、
表
現
し
た
り
す
る
な
ど
、

幼
稚
園
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
通
し
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
。
友
達
と
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ

と
で
、
自
分
で
考
え
、
行
動
す
る
力
や
創

造
性
が
豊
か
に
な
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
発
達
に
必
要
な
経
験
を
見
通
し
て
、
綿

密
な
計
画
と
指
導
に
よ
り
、
豊
か
な
遊
び

を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
喜
び
を

保
護
者
と
共
有
し
、
と
も
に
育
ち
合
う
こ

と
を
目
指
し
て
、
子
育
て
相
談
や
預
か
り

保
育
を
充
実
さ
せ
、
魅
力
あ
る
園
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
習
慣

を
確
立
し
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
や

技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
個
に
応
じ
た
学
習

指
導
や
「
学
び
合
い
」
学
習
を
取
り
入
れ

る
な
ど
の
工
夫
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
が
「
分
か
る
喜
び
・
楽
し
さ
」
を
実
感

で
き
る
授
業
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
主
体

性
を
高
め
る
た
め
に
、
魅
力
あ
る
学
校
行

事
や
体
験
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心

を
豊
か
に
し
、
自
分
自
身
の
特
性
や
よ
さ

に
気
付
く
と
と
も
に
、
互
い
の
が
ん
ば
り

を
認
め
合
い
、
一
人
ひ
と
り
を
つ
な
ぐ
集

団
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

子
ど
も
た
ち
は
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
の
中
で
健
や

か
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
変
化
の
激
し

い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
を
育
む
た
め
に
は
、
家
庭
や
地
域
と

の
連
携
、
協
働
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
市
内
の
全
小
中
学
校
で

「
学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」

に
取
り
組
み
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
互
い

に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
全
体

で
教
育
力
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
今
後
も
家
庭
の
支
え
と
地
域
の

見
守
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

幼
稚
園
か
ら
小
学
校
へ
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
、
子
ど
も
の
「
学
び
」
と
「
育

ち
」
は
連
続
し
て
い
ま
す
。
幼
児
教
育
で

大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を
小
学
校
教
育
に

つ
な
ぎ
、
小
学
校
で
培
っ
た
学
習
習
慣
や

学
習
規
律
を
中
学
校
に
接
続
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
発
達
の
連
続
性
を
保
証
し
、
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、

意
欲
的
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
各
校
園
で
は
、
交
流
行

事
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
教
員
同

士
の
交
流
や
合
同
研
修
会
、
相
互
授
業

（
保
育
）
参
観
な
ど
を
行
い
、
連
携
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　各校園では、これからの社会をたくましく生きていく子どもを育てるために、創意工夫と
特性を生かした「魅力ある園・学校づくり」を目指し、さまざまな活動に取り組んでいます。
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【健康推進課】

（改正前）生後３カ月～６カ月まで

　

（改正後）生後５カ月～１歳まで（望ましい時期は５カ月～８カ月まで）

　ＢＣＧ（結核）の接種対象年齢が変わります。

　日本脳炎の積極的な勧奨の差し控え（平成17年５月

　30日から平成22年３月31日まで）により、定期接種

　を受ける機会を逸した人への特例措置の対象者が新

　たに拡大されます。

　長期にわたり療養を必要とする病気など、特別の事

　情があることにより、定期予防接種を対象年齢内に

　受けることができなかった人へ接種の機会が設けら

　れました。

◇接種場所　市内指定医療機関（事前に予約が必要です）

☆市外・県外の医療機関で定期予防接種を受けられる人は、保健

　センターに備え付けの依頼書が必要です。詳細は、健康推進課

　にお問い合わせください。

◆問い合わせ　健康推進課（　内線７７７）へ

（改正前）平成７年６月１日生まれ～平成19年４月１日生まれまで

　

（改正後）平成７年４月２日生まれ～平成19年４月１日生まれまで

　※日本脳炎の１期（初回２回・追加１回）、２期（１回）の定期接種が

　　まだの人は、20歳未満まで接種できます。

　　　　　　対　　象　　者

生後２カ月～５歳未満まで
（生後２カ月になったら接種を受けましょう）

小学６年生～高校１年生相当の年齢の女子

　　ワクチンの種類

ヒブワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

子宮頸がん予防ワクチン

 
定
期
予
防
接
種
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す

 
定
期
予
防
接
種
の
内
容
が
変
わ
り
ま
す

４月１日  から内容が変わります！

　 「ヒブワクチン」「小児用肺炎球菌ワクチン」「子宮

　頸がん予防ワクチン」が定期接種となり、ほかの定

　期予防接種と同様に全額公費負担になります。
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　新たな行政需要への対応及び簡素で効率的な行政組織を目指し、つぎの

ように市の組織を一部変更します。

４月１日から市役所の組織が変わります４月１日から市役所の組織が変わります

　中長期的な行政経営や喫緊の行政課題等への取り組みの強化のため、企画課を企画政策課に名称

変更し、新たに行政経営係を設置します。また、行政改革のさらなる推進のため、企画課内にあっ

た行政改革推進係を行政改革推進課とします。

　公有財産の整備を所管していた総務課公有財産整備係について、当初の目的を達成したため廃止

します。なお、今後の公有財産の活用等については、企画政策課行政経営係で所管します。

　これまで山辺広域行政事務組合で所管していた消防団事務の本市への移管に伴い、防災課に消防

団係を設置し、消防団事務を所管します。

　環境政策課の産業廃棄物対策係を環境企画係に名称変更します。

市長公室

総 務 部

環境経済部

207

●消費生活相談
毎週月～金曜日　10時～16時

市役所地下　消費生活センター（　内線770・785）

る
と
、
回
転
し
な
い
と
い
う
苦
情

の
書
き
込
み
も
あ
り
ま
し
た
。
相

談
者
は
以
前
、
他
の
シ
ョ
ッ
プ
で

は
問
題
な
く
購
入
で
き
た
の
で
、

返
品
・
交
換
に
関
す
る
重
要
事
項

を
よ
く
読
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

契
約
す
る
前
に
商
品
に
つ
い
て
の

説
明
や
評
価
を
詳
し
く
調
べ
て
い

れ
ば
、
回
転
し
な
い
こ
と
に
気
づ

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
表
示
に

問
題
が
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
簡

単
に
利
用
で
き
る
便
利
な
も
の
で
、

顔
の
見
え
な
い
人
と
情
報
の
み
を

頼
り
に
や
り
取
り
を
し
ま
す
。
そ

れ
故
、
良
い
商
品
を
安
く
手
に
入

れ
る
に
は
店
頭
で
商
品
を
選
ぶ
の

と
は
異
な
り
、
た
く
さ
ん
の
情
報

を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

広
告
の
ど
こ
か
に
落
と
し
穴
は

な
い
か
、
返
品
特
約
が
あ
っ
て
も
、

単
に
気
に
入
ら
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
返
品
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど

確
か
め
た
い
も
の
で
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ
が
つ
ぶ
れ
た
り
、
経

営
が
困
難
に
な
り
、
連
絡
が
つ
か

な
い
と
か
、
商
品
が
届
か
な
い
な

ど
の
苦
情
も
増
え
て
い
ま
す
。
ど

ん
な
に
注
意
し
て
も
個
人
の
努
力

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
販
売
方
法
に
は
「
リ
ス
ク
」

が
つ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

し
た
う
え
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

ネットショッピングに

　　　　　ご注意を!!

【
相
談
】
ネ
ッ
ト
上
で
回
転
式
ハ

ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
を
注
文
し
た
が
、

ハ
ン
ガ
ー
部
分
が
回
転
せ
ず
、
ハ

ン
ガ
ー
を
覆
う
外
側
の
カ
バ
ー
の

み
が
３
６
０
度
回
転
し
た
。
望
ん

で
い
た
商
品
で
は
な
い
の
で
返
品

し
た
い
と
業
者
に
連
絡
し
た
が
、

開
封
し
た
商
品
は
返
品
を
受
付
け

な
い
と
拒
否
さ
れ
た
。
組
み
立
て

て
初
め
て
気
づ
く
こ
と
な
の
で
、

開
封
し
た
こ
と
を
理
由
に
返
品
拒

否
さ
れ
る
の
は
納
得
が
い
か
な
い
。

広
告
に
は
回
転
式
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ

ク
と
書
い
て
あ
り
回
転
す
る
と
思

い
込
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
表

示
に
問
題
は
な
い
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】
回
転
す
る
か
し

な
い
か
に
注
意
し
て
、
ネ
ッ
ト
上

の
商
品
情
報
を
詳
し
く
調
べ
る
と
、

回
転
し
な
い
こ
と
が
解
る
よ
う
な

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
評
価
を
見
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

食育講座

天理市陶芸教室作品展

　

３
月
８
日
、
帝
塚
山
大
学
の
天
野
信
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
「
食
育

講
座
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
で
活
動
で
き
る
食
育
リ
ー

ダ
ー
を
発
掘
、
育
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

約
30
人
の
参
加
者
は
、
講
師
の
話
を
聞
き
、

健
康
な
食
生
活
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　市民会館で自主的に芸能文化活動を行っ 

ている団体が、日頃の成果を発表するため、

３月10日、同会館で「きらめきフェスティ

バル」が開かれました。

　当日は、舞踊、大正琴、社交ダンス、

コーラスや、アンサンブルなど15の団体が

発表。各団体の熱のこもった演技や演奏が

終わると、観客からは大きな拍手が送られ

ていました。

「
食
の
チカラ」を『みんなのチカラ』

に
！

　

３
月
７
日
か
ら
３
月
10
日
ま
で
、
文
化

セ
ン
タ
ー
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
「
第
18
回

天
理
市
陶
芸
教
室
作
品
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
丹
波
市
公
民
館
で
行
わ
れ
て

い
る
陶
芸
教
室
が
年
に
１
回
開
い
て
い
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
約
３
０
０
点
の
力
作
が
勢
ぞ

ろ
い
し
、
個
性
豊
か
な
一
輪
ざ
し
な
ど
の

作
品
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

　
優
雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

きらめきフェスティバル

天理市陶芸教室作品展

食育講座

きらめきフェスティバル

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
多
彩
な
作
品
が
会
場
を
に
ぎ
わ
せ
ま
し
た

▲講師の話に熱心にメモを取る参加者
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　20歳以上の人は、学生であっても国民年金に

加入しなければなりません。しかし、学生は一

般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額

以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予され

る「学生納付特例制度」があります。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大

学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門

学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以

上である課程）、一部の海外大学の日本分校に

在学する人です。

　また、夜間・定時制課程や通信制課程の人も

含まれますので、ほとんどの学生の人が対象と

なります。学生納付特例の承認期間は４月から

翌年３月までとなります。

　また、学生でない30歳未満の人の場合には、

本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、

国民年金保険料の納付が猶予される「若年者納

付猶予制度」があります。これらの制度の申請

を行わず、保険料を未納のままにしておくと、

不慮の事故などにより障害が残った場合に、障

害年金を受けることができなくなります。

　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け

取るために必要な期間に算入されますが、年金

額には反映されません。就職などで収入が得ら

れるようになった場合は、将来受け取る年金を

増額するため、10年以内であれば、保険料を納

めることができる「追納制度」を利用されるこ

とをお勧めします。

◆問い合わせ　保険医療課給付係（　内線714・720）、桜井年金事務所国民年金課（　0744-42-0033）へ

ご存じですか？ 国民年金には「学生納付特例制度」と

「若年者納付猶予制度」があります

　３月12日、天理駅前の西１駐車場で「自衛

消防隊消火競技大会」が開かれました。

　これは、山辺広域行政事務組合管内（天理

市、山添村、川西町、三宅町、田原本町）各

事業所の自衛消防隊の育成強化や消火技術を

磨くために行われたもので、消火活動の迅速

さ、的確さ、連携などを競う大会です。

　集まった25隊の隊員たちは、屋内消火栓・

消火バケツ操作の部に分かれ、任務に全力を

尽くしていました。

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
消
火
に
あ
た
る
（
消

　
火
バ
ケ
ツ
操
作
の
部
）

▲的確に狙いをつけて水消火器を扱う隊員（消火栓
　操作の部）

自 衛 消 防 隊

消 火 競 技 大 会
自 衛 消 防 隊

消 火 競 技 大 会

日頃の訓練、チームワークでひとつに！

日頃の訓練、チームワークでひとつに！
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◇
期
日
・
種
別　

・
４
月
21
日
（
日
）
高
校
生
・
一

　

般
の
部
（
男
・
女
）

・
５
月
12
日
（
日
）
小
学
生
・
一

　

般
の
部
（
男
・
女
）

◇
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

☆
中
学
生
の
部
は
、
平
成
26
年
１

　

月
19
日
（
日
）
予
定

◇
期
日
・
種
別　

・
５
月
４
日
（
土
）
中
学
生
の
部

　

（
男
・
女
）

・
５
月
19
日
（
日
）
一
般
（
男
・

　

女
）
の
部
・
家
庭
婦
人
の
部

◇
場
所　

市
立
総
合
体
育
館

◇
期
日　

５
月
５
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
大
学
陸
上
競
技
場

◇
区
分
・
種
目

▼
小
学
生
（
男
・
女
）

・
低
学
年　

50
ｍ
、
走
幅
跳

・
中
学
年　

80
ｍ
、
走
幅
跳

・
高
学
年　

１
０
０
ｍ
、
２
０
０

　

ｍ
、
走
幅
跳

・
全
学
年　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▼
中
学
生
男
子　

１
０
０
ｍ
、
２

　

０
０
ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
、
３
０

　

０
０
ｍ
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
、

　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▼
中
学
生
女
子　

１
０
０
ｍ
、
２

　

０
０
ｍ
、
８
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
、

　

砲
丸
投
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

▼
高
校
生
男
子　

４
０
０
ｍ
、
１

　

５
０
０
ｍ
、
走
幅
跳

▼
高
校
生
女
子　

２
０
０
ｍ
、
１

　

５
０
０
ｍ
、
走
幅
跳

▼
一
般
（
男
・
女
）

・
18
～
39
歳　

１
０
０
ｍ
、
１
５

　

０
０
ｍ
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投

・
40
～
49
歳　

１
０
０
ｍ
、
走
幅

　

跳
・
50
～
59
歳　

１
０
０
ｍ
、
砲
丸

　

投
・
60
～
69
歳　

80
ｍ
、
砲
丸
投

・
70
歳
以
上　

60
ｍ
、
砲
丸
投

・
18
歳
以
上
男
子　

３
０
０
０
ｍ

・
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
男
女
と
も

　

30
～
39
歳
、
40
～
49
歳
を
そ
れ

　

ぞ
れ
１
人
ず
つ
含
む
こ
と
）

◇
期
日　

５
月
12
日
（
日
）

◇
場
所　

天
理
高
校
第
２
柔
道
場

◇
種
別

▼
個
人
戦

・
小
学
生
…
低
学
年
、
中
・
高
学

　

年
（
男
・
女
）

・
中
学
生
…
男
子（
学
年
別
）、女
子

▼
団
体
戦

・
中
学
生

◇
期
日　

５
月
12
日
・
19
日
・
26

　

日
の
各
日
曜
日

◇
場
所　

健
民
運
動
場

◇
種
別　

一
般
男
子
、
壮
年
男
子

　

（
40
歳
以
上
）

◇
期
日
・
種
別　

・
５
月
19
日
（
日
）
一
般
の
部　

　

（
男
・
女
）
ダ
ブ
ル
ス

・
５
月
26
日
（
日
）
小
学
生
の
部

　

シ
ン
グ
ル
ス
、中
学
生
の
部
（
男

　

・
女
）
シ
ン
グ
ル
ス

・
６
月
２
日
（
日
）
混
合
の
部
ダ

　

ブ
ル
ス

・
６
月
16
日
（
日
）
・
23
日
（
日
）

　

高
校
生
の
部
（
男
・
女
）
シ
ン

　

グ
ル
ス
及
び
ダ
ブ
ル
ス　

◇
場
所　

市
立
庭
球
場

　

市
民
の
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
「
市
民
体
育
大
会
」
も

今
年
で
46
回
目
を
迎
え
ま
す
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
趣
味
の
余
暇
活
動

と
し
て
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

テ　

ニ　

ス

柔　
　
　

道

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

陸

上

競

技

◇
申
込
期
間　

４
月
１
日
（
月
）
～
16
日
（
火
）　

８
時
30
分
～
17
時

◇
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
修
養
科
生
は
除
く
）

☆
そ
の
他
の
競
技
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
掲
載
予
定
で
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
体
育
課
（　
６
７
―
１
２
９
１
／
水

　

曜
日
は
休
館
）
へ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

市

民

体

育

大

会

市

民

体

育

大

会

市

民

体

育

大

会

参

加

者

募

集

【市民体育課】

第46回第46回第46回

▲昨年度の総合開会式の様子

参

加

者

募

集
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　４月１日（月）から、つぎの手続きなどの申請

窓口が、郡山保健所から市役所に変わります。

◎未熟児養育医療の申請先

　　養育のため入院を必要とする未熟児に対し、

　入院医療費の一部を給付します。

◆申請先・問い合わせ　保険医療課（　内線730）へ

◎低出生体重児の届出先・未熟児の訪問指導

　　出生時の体重が2,500グラム以下の出生児は、

　低出生体重児の届出が必要です。

　　また、出生時の体重が2,500グラム以下の低

　体重児や養育上必要がある未熟児に対して、自

　宅に訪問して子どもの発育の確認、養育状況に

　関する相談、指導、家族の精神的支援などを行

　います。

◆届出先・問い合わせ　健康推進課（　内線 777）へ

◎育成医療の申請先　

　　18歳未満で機能障害を有する児童、または放

　置すると将来において機能障害を残すと認めら

　れる児童に対し、手術を前提とした入院治療を

　行う際の医療費の一部を支給します。

◆申請先・問い合わせ　社会福祉課（　内線 741）へ

　『学ぶこと』それは何歳になっても続けたい

ことです。

　市民の皆さんに、いつまでも心豊かに、生き

てきてよかったと実感していただきたいという

願いを込めて本年度も市民大学を開講します。

◇期　間　５月～平成26年３月（全12回）

◇時　間　いずれも13時30分～15時

◇場　所　文化センター　３階　文化ホール

◇対　象　市内に在住または在勤する成人

◇定　員　先着150人

◇内　容　現代社会・健康・福祉・文化・歴史

　　　　　などの各分野（講師は各分野の専門

　　　　　家や学識経験者など）

◇受講料　年間１,０００円

◇申込み　４月３日（水）から30日（火）まで

　(土・日曜日は除く)に、入学願書に必要事項

　を記入のうえ、持参・郵送(〒632-8555　天

　理市川原城町605　天理市役所企画政策課)・

　ＦＡＸ(62-5016)・メールのいずれかで企画

　政策課まで

☆入学願書は企画政策課または、市ホームペー

　ジからダウンロードできます。

◆問い合わせ　企画政策課企画係(　内線462)へ

 

百 歳 天 理 ・ 市 民 大 学百 歳 天 理 ・ 市 民 大 学百 歳 天 理 ・ 市 民 大 学

い つ ま で も 、 輝 く 瞳 で ！い つ ま で も 、 輝 く 瞳 で ！

平 成 2 5 年 度 　 学 生 募 集

手続きなどの申請・届出窓口が

保健所から市役所に変わります

手続きなどの申請・届出窓口が

保健所から市役所に変わります

　　　　　　とは、天理の「文化遺産」を
テーマに市内を巡るスタンプラリーを行い、
来訪者と地域の人々の文化・経済交流を活
発にする観光キャンペーンです。

今年の秋に開催する「天理ぐるぐる」を一緒に作り上げませんか？

天理ぐるぐる

参画者募集

天理ぐるぐる

◇募集対象　
　○地元文化の発信につながるランチまたはスイーツを提供できる飲食店
　○地元文化の発信につながる土産品を提供できる土産店
　○伝統行事体験や文化遺産をテーマにしたイベントを行っている団体
◇応募条件　
　「天理市『農商工・観光』いきいきパートナー」（詳細は市ホームページをご覧ください）
　に登録している人（企業や店舗、団体）または、登録予定の人で、積極的に本事業に参画す
　ることができる人
◇申込み　　
　４月１日（月）から22日（月）までに「天理ぐるぐる」参画届（観光課窓口または、市ホー
　ムページからもダウンロードできます）に明記し、観光課へ申込みください。
☆集客の仕組みなど詳細については、参画者が集まり話し合うワークショップを、５月７日　
　（火）13時から行います。
◆問い合わせ　観光課（　内線２０７）へ
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土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
つ
ぎ
の
日
程
で
行
い

ま
す
。

◇
期
間　

４
月
１
日
（
月
）
～
５

月
31
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
（
た
だ

し
、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を
除

く
）

◇
場
所　

市
役
所
２
階　

税
務
課

◇
縦
覧
で
き
る
人　

固
定
資
産
税

納
税
者
及
び
市
内
在
住
の
固
定

資
産
税
納
税
者
の
同
居
の
親
族
、

　

ま
た
は
固
定
資
産
税
納
税
者
か

ら
委
任
さ
れ
た
人
（
委
任
状
な

ど
が
必
要
）
な
ど
で
印
か
ん
と

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

自
己
の
所
有
す
る
資
産
の
種
類

　

に
応
じ
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

☆
課
税
台
帳
に
よ
る
閲
覧
も
行
っ

て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
土
地
係
・

　

家
屋
係
（　
内
線
２
４
７
・
２

　

５
０
・
２
５
１
・
２
５
２
）
へ

　　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学

校
に
在
籍
し
、
経
済
的
な
理
由
で

就
学
が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
対
し
て
、
学
用
品
・
通
学
用

品
な
ど
の
経
費
を
援
助
す
る
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
よ
う
と
思

わ
れ
る
保
護
者
は
、
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象　

市
内
在
住
で
生
活
保
護

に
準
ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い

る
世
帯

◇
申
込
み　

４
月
８
日
（
月
）
か

ら
５
月
７
日
（
火
）
ま
で
に
、

在
籍
す
る
小
中
学
校
へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

在
籍
す
る
小
中

学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
（　

内
線
５
１
７
）
へ

　

４
月
１
日
か
ら
、
難
病
な
ど
の

人
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
受
給

が
可
能
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し
、

介
護
保
険
と
重
複
す
る
サ
ー
ビ
ス

は
介
護
保
険
が
優
先
さ
れ
ま
す
）
。

　

手
続
き
方
法
は
、
対
象
疾
患
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
証
明
書
（
診

断
書
ま
た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

後
、
障
害
程
度
区
分
認
定
や
支
給

認
定
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課（　

内
線
７
２
９
）
へ

　

毎
年
、
身
体
の
健
康
状
態
を
数

字
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
健
診
期
間　

４
月
１
日
（
月
）

～
５
月
31
日
（
金
）

◇
場
所　

市
立
病
院

◇
内
容　

問
診
、
身
体
計
測
、
血

圧
測
定
、
血
液
検
査
（
貧
血
・

脂
質
・
肝
機
能
・
腎
機
能
）
、

尿
検
査
、
内
科
診
察
、
結
果
説

明
◇
費
用　

１
、
０
０
０
円

◇
対
象　

市
内
在
住
の
16
歳
～
39

歳
の
人
で
、
事
業
所
な
ど
で
健

診
を
受
診
す
る
予
定
の
な
い
人

☆
病
気
で
治
療
中
の
人
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

◇
定
員　

先
着
１
０
０
人
（
事
前

予
約
が
必
要
で
す
）

☆
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
に

な
り
ま
す
の
で
、
病
院
窓
口
で

「
生
活
保
護
費
支
給
票
」
を
提

　

示
し
て
く
だ
さ
い
。
忘
れ
た
人

　

は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
持
ち
物　

健
康
保
険
証
、
生
活

　

保
護
費
支
給
票
（
生
活
保
護
受

　

給
者
の
み
）

☆
健
診
当
日
、
朝
食
は
絶
飲
食
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み　

市
立
病
院
（　
６
３

―

１
８
２
１
／
日
・
月
曜
日
と

祝
日
は
休
み
）

◆
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課（　

内
線
７
７
７
）
へ

　

道
路
上
で
の
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
本
市
で
は
定
期
的
に
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
維
持
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
広
範
囲
に
わ
た
る
た

め
、
十
分
な
点
検
が
で
き
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
、
道
路
の
陥
没
や

欠
損
な
ど
に
よ
る
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

道
路
の
陥
没
、
舗
装
版
の
欠
損
、

側
溝
ふ
た
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど

の
破
損
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
監
理
課
ま
た
は
土
木
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

監
理
課
（　
内

線
３
５
０
）
、
ま
た
は
土
木
課

（　
内
線
３
０
１
）
へ

　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
と
は
、
障
害

や
、
特
別
な
支
援
の
必
要
な
子
ど

も
が
、
初
め
て
接
す
る
人
に
対
し

て
、
特
性
や
接
し
方
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
冊
子
で
す
。

　

希
望
さ
れ
る
人
は
、
社
会
福
祉

課
の
窓
口
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
（　

内
線
７
２
９
）
へ

お
知
ら
せ

土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

市
の
就
学
援
助
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

難
病
な
ど
の
人
は
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対
象
と
な

り
ま
す

若
い
世
代
の
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
（
プ
チ
健
診
）

道
路
の
危
険
箇
所
が
あ
れ
ば

通
報
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク（
な
な
い
ろ
）

を
差
し
上
げ
ま
す
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公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
る
一

般
法
人
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
４

月
１
日
か
ら
「
財
団
法
人
天
理
市

開
発
公
社
」
の
名
称
が
「
一
般
財

団
法
人
天
理
市
開
発
公
社
」
に
変

更
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

開
発
公
社
（　

　

６
３―

７
２
１
０
）
へ

　

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性

を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
」
の
一
部
施
行
に
伴

い
「
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築

等
の
規
制
に
係
る
条
例
の
制
定
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
政
令
」
が

改
正
さ
れ
、
風
致
地
区
内
行
為
許

可
等
の
権
限
が
県
知
事
か
ら
市
長

に
移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
風
致
地
区
内
の
行
為
の

制
限
と
似
た
制
限
を
行
っ
て
い
る

歴
史
的
風
土
保
存
区
域
内
で
の
行

為
許
可
等
の
権
限
に
つ
い
て
も「
奈

良
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
、
市
に
移
譲
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
の
窓
口
を
経
由
し
、

県
に
申
請
等
を
行
い
、
県
知
事
か

ら
許
可
等
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
、
市

へ
の
申
請
等
に
よ
り
市
長
か
ら
許

可
等
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
計

画
課
（　
内
線
３
３
０
）
へ

　

初
め
て
の
子
育
て
で
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い…

。
こ
ん

な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

ぷ
れ
プ
チ
教
室
に
参
加
し
て
、

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
手
遊
び

や
育
児
講
座
な
ど
子
育
て
に
つ
い

て
学
び
あ
い
、
親
子
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

５
月
21
日
（
火
）
９
時

30
分
～
11
時
15
分

◇
場
所　

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

◇
対
象　

平
成
24
年
９
月
20
日
～

　

平
成
25
年
２
月
20
日
生
ま
れ
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員　

10
組
（
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
た
だ
し
第
１
子

を
優
先
と
し
ま
す
）

☆
参
加
者
に
は
児
童
福
祉
課
か
ら

連
絡
し
ま
す
。

◇
受
講
料　

無
料

☆
お
や
つ
代
な
ど
実
費
が
必
要
で

す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

４
日
（
木
）
か
ら
19
日
（
金
）

　

ま
で
に
電
話
で
児
童
福
祉
課（　

内
線
２
３
８
）
へ

　

０
歳
時
期
は
「
親
子
の
絆
づ
く

り
」
に
、
と
て
も
大
切
な
時
期
で

す
。　
　
　

　

将
来
、
子
ど
も
が
自
立
し
た
生

活
を
送
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、
同

じ
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
母
親

仲
間
と
一
緒
に
子
育
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
み
ん
な
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

５
月
８
日
か
ら
29
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
４
回
）

10
時
～
12
時

◇
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階

和
室

◇
内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
テ
キ
ス
ト
を

利
用
し
な
が
ら
、
０
歳
時
期
に

知
っ
て
お
き
た
い
子
育
て
知
識

を
学
び
ま
す
。

◇
対
象　

平
成
24
年
12
月
１
日
～

平
成
25
年
３
月
８
日
生
ま
れ
ま

で
の
第
１
子
と
お
母
さ
ん

◇
定
員　

先
着
15
組
（
４
回
す
べ

て
参
加
で
き
る
人
）

◇
参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
８
４
０

　

円
◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

19
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
児
童

福
祉
課
（　
内
線
２
３
９
）
へ

　卑弥呼の里、黒塚古墳展示館は連休中も開館し

ています。どうぞご来館ください。

■黒塚古墳展示館

　　柳本町1118ー2（柳本小学校北側）

◇開館時間　　９時～17時　　　　　　　　　　

◇駐 車 場　　柳本町国道169号線コンビニ西側

◆問い合わせ　黒塚古墳展示館（　67ー3210）へ

黒塚古墳展示館からのお知らせ

４

●休館日 臨時開館日(4/29・30、5/3・4・5・6)

　

●
●
●
●

２

９

16

23

30

６

13

20

27

１

８

15

22

29

７

14

21

28

３

10

17

24

５

12

19

26

４

11

18

25

５

●
●
●

２

９

16

23

30

６

13

20

27

１

８

15

22

29

３

10

17

24

31

５

12

19

26

４

11

18

25

●７
14

21

28

黒塚古墳展示館からのお知らせ

12日

26日

ロビー・コンサート

You＆I

４月

市役所ロビー　12時20分～

幻想曲二短調／モーツァルト作曲

バラード第３番／ショパン作曲　ほか

マリンバ：池田　愛子
ピ ア ノ：谷本　妙子　

野村　昌子

マリンバとピアノのデュオ

ピアノ独奏

剣の舞／ハチャトゥリアン作曲

エンターテイナー／ジョプリン作曲　ほか

次回は５月10日（金）

「ピアノ独奏」お楽しみに！

４
You＆I
ロビー・コンサート

催　
　

し

財
団
法
人
天
理
市
開
発
公
社

の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

ぷ
れ
プ
チ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

風
致
地
区
及
び
歴
史
的
風
土

保
存
区
域
内
に
お
け
る
行
為

許
可
等
に
つ
い
て



　

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
、

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
育
て

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

４
月
23
日
（
火
）
10
時

～
11
時
15
分

◇
場
所　

丹
波
市
公
民
館

◇
対
象　

平
成
23
年
４
月
２
日
～

平
成
24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま

で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

◇
定
員　

親
子
で
20
組
（
抽
選
）

◇
受
講
料　

無
料

☆
お
や
つ
代
な
ど
の
実
費
が
必
要

で
す
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

２
日
（
火
）
か
ら
児
童
福
祉
課

　

（　
内
線
２
３
８
）
へ

　

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
休
日
の
ひ
と
と
き
、

生
の
音
楽
を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

◇
日
時　

５
月
11
日
（
土
）
10
時

　

～
11
時
30
分

◇
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

３
階

文
化
ホ
ー
ル

◇
内
容　

歌
と
ギ
タ
ー
演
奏
（
ア

　

ー
リ
ア
）
、
吹
奏
楽
演
奏
（
天

理
中
学
校
吹
奏
楽
部
）

◇
対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
（
保
護
者
同
伴
）

◇
定
員　

親
子
で
先
着
２
０
０
人

◇
入
場
料　

無
料

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ｅ
古
都
な
ら
」

　

（
要
登
録
）
の
電
子
申
請
は
、

　

５
月
７
日
（
火
）
ま
で
、
電
話

　

で
の
申
込
み
は
５
月
10
日(

金)

　

ま
で
に
児
童
福
祉
課
（　
内
線

２
３
８
）
へ

　

休
日
の
ひ
と
と
き
、
親
子
で
楽

し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。　

　

日
頃
、
仕
事
で
忙
し
く
な
か
な

か
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が
と
れ
な

い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
一
緒
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

４
月
20
日
（
土
）
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分

◇
場
所　

す
こ
や
か
ホ
ー
ル

◇
対
象　

０
歳
～
就
学
前
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
（
必
ず
保
護

者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
定
員　

先
着
15
組

◇
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

19
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
児
童

福
祉
課
（　
内
線
２
３
８
）
へ
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児 童 扶 養 手 当

特 別児童扶養手当

【児童福祉課・社会福祉課】

児 童 扶 養 手 当
特別児童扶養手当

区　　分

児童１人

児童２人

児童３人

 全 部 支 給

月額 41,430 円

月額 46,430 円

月額 49,430 円

☆児童が４人以上の場合は、１人増えるごとに 3,000 円

　加算されます。

☆所得が限度額以上ある場合は支給されません。

   一　部　支　給

月額 9,780 円～ 41,420 円

月額 14,780 円～ 46,420 円

月額 17,780 円～ 49,420 円

　児童扶養手当は、父(母)と生計をともにしていない

児童または重度の障害のある父(母)のいる児童を養育

している人に支給される手当です。つぎの支給要件に

当てはまる人は、児童福祉課まで申請してください。

　なお児童とは、18歳に達する日以降最初の３月31日

までの人のことをいいます。ただし、心身に一定の障

害のある場合は、20歳までになります。

◇対象となる児童

①父母が婚姻を解消(離婚など)した後、父(母)と生計
　を同じくしていない児童

②父(母)が一定の障害状態にある児童

③父(母)が死亡した児童

④父(母)から１年以上遺棄されている児童

⑤父(母)が引き続き１年以上拘禁されている児童

⑥父(母)の生死が明らかでない児童

⑦婚姻によらないで生まれた児童

⑧父、母ともに不明である児童

⑨父(母)が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童

☆ただし、公的年金を受けることができるときなど、
　受給ができない場合があります。

◇手当月額

　所得制限によって、つぎのいずれかの額になります。

◆問い合わせ　児童福祉課（　内線218）へ

　特別児童扶養手当は、20歳未満で心身に重度・中度

の障害を持った児童を、家庭で介護しておられる養育

者に支給されます。手当を受けるためには、養育者か

らの申請が必要です。手当月額は、児童の障害の程度

に応じて決まります。

◇手当月額（１人につき）

　１級…50,400円、２級…33,570円

☆ただし、所得が限度額以上ある場合は支給されませ

　ん。

◆問い合わせ　社会福祉課（　内線741）へ

児 童 扶 養 手 当
特別児童扶養手当

親
子
で
遊
ぼ
う
会　

特
別
編

（
ぞ
う
グ
ル
ー
プ
）

親
子
で
楽
し
む
音
楽
会

土
曜
子
育
て
サ
ロ
ン



　

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
み
ん

な
で
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

　

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
も
、

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

５
月
20
日
（
月
）
10
時

～
11
時
15
分

☆
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

◇
場
所　

式
上
公
民
館

◇
内
容　

手
遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊

び
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

☆
下
靴
を
入
れ
る
袋
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

☆
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ｅ
古
都
な

　

ら
」
電
子
申
請
可
（
要
登
録
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

児
童

福
祉
課
（　
内
線
２
３
８
）
へ

　

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り
状
態
の

青
少
年
に
対
す
る
自
立
・
就
労
・

復
学
な
ど
に
つ
い
て
「
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
と
」
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
保
護
者
・
家

族
・
本
人
か
ら
の
相
談
を
受
け
て

支
援
し
ま
す
。　
　
　
　

◇
期
間　

４
月
～
平
成
26
年
３
月

ま
で
の
毎
月
第
２
水
曜
日　

14

時
～
17
時

◇
場
所　

か
が
や
き
プ
ラ
ザ

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ま

　

と
（　
０
７
４
４―

４
４―

２

　

０
５
５
）
へ

　

就
職
活
動
の
仕
方
や
履
歴
書
の

書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
、
自
分
に

あ
っ
た
仕
事
が
わ
か
ら
な
い
な
ど

の
悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
間　

４
月
～
平
成
26
年
３
月

　

ま
で
の
毎
月
第
２
水
曜
日　

13

時
～
16
時
（
１
人
30
分
～
60
分

／
予
約
制
）

◇
場
所　

市
役
所
５
階　

５
２
２

会
議
室

◇
対
象　

40
歳
代
前
半
ま
で
の
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
及

び
そ
の
家
族

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

商
工

課
（　
内
線
２
６
２
・
２
８
３
）

　

へ

　

桜
の
花
を
見
な
が
ら
古
墳
を
め

ぐ
り
ま
せ
ん
か
？

◇
日
時　

４
月
14
日
（
日
）
９
時

　

～
15
時
頃
／
当
日
受
付
（
小
雨

決
行
）

◇
集
合
・
解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
柳
本

駅
◇
コ
ー
ス　

柳
本
駅
→
柳
本
大
塚

古
墳
→
相
撲
神
社
→
景
行
天
皇

陵
な
ど
（
約
９
キ
ロ
）

◇
持
ち
物　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具

な
ど

◆
問
い
合
わ
せ　

各
校
区
の
市
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ま
た
は
、
市

民
体
育
課
（　
６
７―

１
２
９

　

１
／
水
曜
日
は
休
館
）
へ

　

あ
な
た
の
適
切
な
行
動
が
、
尊

い
人
命
を
救
い
ま
す
。

◇
日
時　

４
月
14
日
（
日
）
９
時

～
12
時

◇
場
所　

天
理
消
防
署

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

◇
内
容　

普
通
救
命
講
習…

心
肺

そ
生
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
な

ど
の
応
急
手
当

◇
定
員　

20
人

◇
受
講
料　

無
料

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

天
理

消
防
署
救
急
係
（　
６
２―

３

　

３
２
２
）
へ

　

姉
妹
都
市
友
好
事
業
の
一
つ
と

し
て
初
心
者
向
け
の
ハ
ン
グ
ル
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
最
も
身
近
な
国

の
言
葉
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

５
月
15
日
（
水
）
開
講

／
５
月
～
11
月
の
毎
週
水
曜
日

13
時
30
分
～
15
時
（
７
月
第
４

週
～
８
月
第
４
週
は
休
講
／
全

20
回
）

◇
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

４
階

視
聴
覚
室

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

◇
定
員　

20
人
（
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
）

◇
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

４
日
（
木
）
か
ら
10
日
（
水
）

ま
で
に
秘
書
課
（　
内
線
４
４

　

４
）
へ

　

「
古
事
記
」
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

５
月
２
日
、
６
月
６
日
、

　

７
月
４
日
、
９
月
５
日
、
10
月

３
日
（
野
外
学
習
を
予
定
）
、

11
月
７
日
、
12
月
５
日
、
平
成

26
年
１
月
９
日
の
各
木
曜
日　

い
ず
れ
も
13
時
30
分
～
15
時

◇
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

４
階

視
聴
覚
室
ほ
か

◇
講
師　

近
江
昌
司
氏
（
天
理
参

考
館
顧
問
）

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
前
年
度
受
講
さ
れ
た
人
も
再

　

受
講
で
き
ま
す
）

◇
定
員　

先
着
60
人

◇
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
野

外
学
習
は
実
費
負
担
）

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

10
日
（
水
）
か
ら
20
日
（
土
）

ま
で
の
９
時
～
17
時
ま
で
に
電

話
ま
た
は
窓
口
で
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
文
化
セ
ン

タ
ー
（　
６
３―

５
７
７
９
／

月
曜
日
と
祝
日
は
休
館
）
へ
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（
「
ゆ
う
ド
キ
ッ
！
」
番
組
内
）

　

県
内
各
市
の
市
政
ニ
ュ
ー
ス
・
お
知
ら
せ
な
ど
が
放
送

さ
れ
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
の
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
! !

奈
良
テ
レ
ビ
放
送

ゆうドキッ！番組内で放送

い
き
い
き 

ま
ち
だ
よ
り

い
き
い
き 

ま
ち
だ
よ
り

い
き
い
き 

ま
ち
だ
よ
り

毎週金曜日　18時 30分頃～

放送中

講
座
・
教
室

出
前
保
育
～
み
ん
な
で
遊
ぼ
う

若
者
自
立
の
た
め
の

無
料
相
談
会

し
ご
と
無
料
相
談
会

た
ゆ
と
う
講
座

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
シ
ム
ニ
カ
！

韓
国
語（
ハ
ン
グ
ル
）を
学
ぼ
う

応
急
手
当
講
習
会

ふ
る
さ
と
探
検
レ
ク
・

ウ
ォ
ー
ク



◇
日
時　

５
月
～
平
成
26
年
２
月

ま
で
の
毎
週
土
曜
日 

13
時
～

16
時

◇
場
所　

丹
波
市
公
民
館(

陶
芸
棟)

◇
定
員　

30
人
（
抽
選
）

◇
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

☆
４
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
か

ら
抽
選
会
と
説
明
会
を
行
い
ま

　

す
。

◇
申
込
み　

４
月
２
日
（
火
）
か

ら
16
日
（
火
）
ま
で
に
所
定
の

申
込
書
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
直
接
丹
波
市
公
民
館

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

丹
波
市
公
民
館

（　
６
２―

３
２
２
３
／
火
曜

日
午
後
と
水
曜
日
は
休
館
）
へ

　

春
か
ら
一
緒
に
、
違
う
自
分
を

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？
初
心
者
も
大

歓
迎
で
す
。

▼
文
化
教
室

・
洋
画
（
第
１
火
曜
日
午
前
）

・
習
字
（
第
１
金
曜
日
午
前
）

・
俳
句
（
第
１
金
曜
日
午
後
）

・
絵
手
紙
（
第
２
月
曜
日
午
後
）

・
料
理
（
第
２
木
曜
日
午
前
）

・
水
墨
画
（
第
２
金
曜
日
午
後
）

・
生
花
（
第
３
月
曜
日
午
後
）

・
俳
画
（
第
３
金
曜
日
午
後
）

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
（
第
３
土
曜
日

午
後
）

・
太
極
拳
（
月
曜
日
午
前
・
月
２

回
）

▼
芸
術
講
座
「
合
唱
講
座
」

　

シ
ル
バ
ー
合
唱
団
「
コ
ー
ル
・

ソ
レ
イ
ユ
」
に
参
加
し
て
、
昔
な

つ
か
し
い
唱
歌
や
歌
曲
を
合
唱
し

ま
せ
ん
か
。

◇
日
時　

毎
月
第
１
木
曜
日
・
第

３
月
曜
日　

９
時
30
分
～
11
時

30
分

◇
定
員　

追
加
募
集
若
干
名
／
65

歳
以
上
の
人

◎
各
教
室
・
講
座
共
通

◇
対
象　

市
内
在
住
者

◇
申
込
み　

４
月
２
日
（
火
）
か

ら
16
日
（
火
）
ま
で
に
所
定
の

　

申
込
書
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
直
接
丹
波
市
公
民
館

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ

　

ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　

丹
波
市
公
民
館

　

（　
６
２―

３
２
２
３
／
火
曜

日
午
後
と
水
曜
日
は
休
館
）
へ
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【健康推進課】

２年に１回の検診です

◇期　間　４月１日～平成26年２月28日まで（平成24

　　　　　年４月１日～平成25年２月28日までに受診

　　　　　された人は受けられません）

◇持ち物　・受診票(健康推進課の窓口で発行します）

　　　　　・料金　

　　　　　・健康保険証（生活保護世帯の人は生活保  

　　　　　　護費支給票）

◇料　金　下記参照（70歳以上または生活保護世帯の

　　　　　人は無料）

◎乳がん検診

◇対　象　昨年度、受診していない30歳以上の人

◇内　容　視触診・乳房Ｘ線検査（マンモグラフィ）

◇料　金　1,500円～2,000円（医療機関・年齢で異な

　　　　　ります）

◇受診方法　下記医療機関に電話予約のうえ、受診し

　　　　　　てください。

◇医療機関（②は５月８日から受診可能）　

　①天理市立病院（　63-1821）

　②済生会中和病院（　0744-43-5001）

　③メディカルなら奈良市総合医療検査センター　　

　　（　0742-33-7876)　

　④奈良社会保険病院健康管理センター（　54-6587）

◎子宮がん検診

◇対　象　昨年度、受診していない20歳以上の人

◇料　金　内診、頸部細胞診は2,000円

　　　　　内診、頸部・体部細胞診は2,900円

◇受診方法　下記医療機関は受診票を設置しています

　　　　　　ので、直接医療機関で受診してください。

◇医療機関（◎は要予約）

　（天理市）蔵本医院、天理市立病院

　（桜井市）上田クリニック

　（奈良市）◎高井レディースクリニック

　　　　　　　（　0742-26-0551）

　　　　　　◎メディカルなら奈良市総合医療検査セ

　　　　　　　 ンター（　0742-33-7876）

☆天理よろず病院は指定されていません。

◎共通　その他県内の医療機関でも受診できます。受

　　　　診可能かどうか健康推進課にお問い合わせく

　　　　ださい。

◎乳がん・子宮頸がん検診無料クーポン券

　女性特有のがん検診推進事業により一定の年齢に達

した女性を対象に乳がん・子宮頸がん検診の無料クー

ポン券を送付する予定です（６月頃の予定）。

　それまでに検診を受けられる人は、領収書を保管し

ておいてください。詳細は案内文に掲載します。

◆問い合わせ　健康推進課（　内線777）へ

乳がん・子宮がんの

個別検診を受けましょう

乳がん・子宮がんの

個別検診を受けましょう

丹
波
市
公
民
館　

各
種
教
室
・

講
座
の
受
講
生
募
集

陶
芸
教
室　

受
講
生
募
集

募　
　

集
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環境クリーンセンターからのお知らせ環境クリーンセンターからのお知らせ環境クリーンセンターからのお知らせ

４月

校区名

丹波市

山の辺

前　栽

井戸堂

二階堂

柳　本

朝　和

福　住

日　程

９～12日

９～12日

５～９日

16～17日

４～５日

22～25日

17～19日

12～17日

１～８日櫟　本

し尿収集予定し尿収集予定

し尿収集予定５月し尿収集予定

◆問い合わせ

し尿は(　64－1591)へ

１．バイクを確認・・・対象車両、引取基準などを確認。運輸支局

　　または市区町村で廃車の手続きを行ってください。

２．持込先を選択・・・「指定取引窓口」または「廃棄二輪車取扱

　　店」のいずれかに持ち込んでください。

　ただし、②の場合（廃棄二輪車取扱店が指定引取窓口まで運搬する場

合）の運搬料金については直接取扱店にお尋ねください。

二輪車リサイクルシステムについて

乗らなくなったら再資源化！

バイクを愛する人たちみんなの責任です!!

2011年10月から「廃棄時無料引取り」が始まっています。
（二輪車リサイクルシステムの利用に際し、リサイクル料金の負担はありませ

　ん。事業者の責任において適正にリサイクルします）

　指定引取窓口や廃棄二輪車取扱店など、その他不明な点は下記

までお問い合わせください。

○二輪車リサイクルコールセンター（　03－3598－8075）

○公益財団法人自動車リサイクル促進センター 

　http://www.jarc.or.jp/motorcycle/

①排出者が運搬　　　　　　　　　　　　　　　　指定引取窓口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（管理票を記入）

②排出者が運搬
　　　廃棄二輪車取扱店　　　　　指定引取窓口

　　　　　　　　　　（管理票を記入） （店が運搬）　

二輪車リサイクルシステムについて

　③血縁者にがん（肺がん）のある人

　④日頃から咳・たん（たんに血が混じる）が

　　出る、深呼吸すると胸が痛い人

　⑤アスベストなどを取り扱う業務に従事され

　　ていた人、及び生活環境においてばく露が

　　心配な人

◇料　金　1,500円（70歳以上の人と生活保護

　　　　　受給者は無料）

◇申込み　前日までに市立病院（　63－1821 ／

　　　　　９時～16時）へ

※レントゲンとヘリカルＣＴの重複受診は、で

　きませんので、いずれかを選択してください。

◆問い合わせ　健康推進課（　内線777）へ

肺がん検診を受けましょう肺がん検診を受けましょう
【健康推進課】

◎低線量ＣＴ肺がん検診（ヘリカルＣＴ）
　　　　　３年に１回受診可

◎肺がん・結核検診（レントゲン）
　　　　　　毎年受診可

◇日時・場所　「町から町へ」の“みんなの保健”

　　　　　　　に掲載

◇対　象　40歳以上で本市に住民票のある人

◇料　金　200円（70歳以上の人と生活保護受給

　　　　　者は無料）

◇申込み　保健センターへ

◇期　間　４月～平成26年３月まで

◇場　所　天理市立病院

◇対　象　40歳以上の本市に住民票のある人で、

　　　　　つぎのいずれかに該当する人

　①たばこを20年以上吸っている人

　②家族がヘビースモーカーの人
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今月号より、毎月１日号に市のおもな催しなどをカレンダー形式でお知らせしていきますのでご活用ください。

▲

は今月号のページをご覧ください。

８　　　　　９　　　　 10　　　　 11　　　　　12　　　　 13　　　　　14

15　　　　　16　　　　 17　　　　 18　　　　　19　　　　 20　　　　　21

22　　　　　23　　　　 24　　　　 25　　　　　26　　　　 27　　　　　28

29　　　　　30昭和の日 ◆問い合わせ

※申込みされる時点で終了している場合もありますので、問い合わせください。

児 児童福祉課

図 図書館

自 自治振興課

学 学校教育課

保 保険医療課 収 収税課

社 社会福祉課

税 税務課

介 介護福祉課

民 市民課

１　　　　  ２　　　　 ３　　　　 ４　　　　　５　　　　 ６　　　　　７

共 男女共同参画課 権 人権センター

■…申込み終了
◎…申込み必要
☆…申込み不要

◎法律相談(弁護士)
　13時～ 市 自

◎法律相談（弁護士）
　13 時～ 市 自 

☆夜間納付・納税相談
　（20 時まで）市 収 保 

☆窓口業務延長
　（20 時まで）市 税 収
　民 保 社 児 介 学 

☆おはなし会 
　①10 時 30 分～
　②11 時 10 分～ 図 図 

◎応急手当講習会　Ｐ17
  　

　◎土曜子育て  Ｐ16

☆おはなし会  
　①10 時 30 分～
　②11 時 10 分～
　③14 時 30 分～
　④15 時 10 分～ 図 図

◎女性のこころの相談
　９時 30 分～ 共 共

◎女性のこころの相談  
　13 時～ 共 共

　◎親子で遊ぼう会
 　 Ｐ16

■親子で遊ぼう会
　９時～ す 児

◎女性のための
　法律相談（弁護士）
　13 時～ 共 共

◎法律相談（司法書士）
　13 時～ 市 自

☆ふるさと探検レク・
　ウォーク  Ｐ17

▲

▲

☆出前保育 10 時～ 前 児  

▲

▲

☆人権相談10時～ 市 権  

☆行政相談10時～ 市 自 

◎法律相談（弁護士）
　13 時～ 市 自 

◎手話奉仕員養成講座
  ①９時 30 分～ 文
　②19 時～ ボ 社 　

◇開催場所
市 市役所
ボ ボランティアセンター
共 男女共同参画プラザ
す すこやかホール　図 図書館
文 文化センター　　前 前栽公民館　

まちまち
T U E
   

W E D     T H U     F R I     S A T     S U N     火M O N     月 水 木 金 土 日

カレンダーカレンダーまちまち 4
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